
 

I will... 
I will make my dream come true with the IRON WILL. 

夢の実現に向けて「鉄の意志」を持って突き進む  
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正確さを身に付けよう 

 
正確さの練習法 

 ３年生はいよいよ、明日から中学校最後の定期テストが始

まります。また、明日は前期選抜の結果通知ですので、定期

テスト後は後期選抜に向けて突き進むのみです。 

 今、みなさんは問題をたくさん解いていますか？また、問

題を解いた後は模範解答を見て、丁寧にひとつずつの解答を

おこなっていますか。実はこれは、将来みなさんが仕事をす

るうえで大切なことの訓練になっているのです。 

 みなさんの自学ノートやテスト勉強では、丸付けのミスは

ありませんか？間違っているのに丸を付けていることはあり

ませんか？中には、模範解答を見ずに丸を付けているのでは

ないかと思えるようなノートもあります。これでは正確さは

身に付きません。雑にやることは、いい加減さを身に付ける

練習をしていることと同じです。 

 仕事をする上ではミスは許されません。例えば、本当は４

個なのに、間違えて千個注文してしまったら大変なことにな

ります。それでは、どうやってミスをしない自分をつくって

いくか。それは、日々の学習の中でミスを減らしていくこと

です。まず、単純なミスを減らす。それに加えて、面倒くさ

がらずにきちんと模範解答を見て、確認しながら丸付けをす

る。この作業が、きちんとした、ミスの少ない自分をつくる

ことになるのです。 

 自分で問題を解いて、自分で丸付けをおこなう。こういう

自己管理能力は、中学時代までに身に付けなければならない

力であり、将来仕事をする上でなくてはならない力です。丸

付けを間違うようでは正確な仕事はできません。学習は知識

だけでなく、正確に仕事をやり遂げる力もつけてくれるので

す。 

○ノートは正しい姿勢で、適

度な筆圧で書こう。 

○模範解答をきちんと見よ

う。確認作業が正確さをつ

くります。 

○「正解しているだろう」は

危険です。間違いが見抜け

ません。慢心や思い込み

は、失敗のもとです。 

○正解はきちんと書こう。き

ちんと書くことで「いい加

減さ」をなくそう。 

○自分で再テストを設定し

て、本当に解けるようにな

ったのかを、自分で確かめ

よう。 

学習も仕事も正確にできる自分を、今つくろう 
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